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富士山憲章ニュース 

令
和
６
年
５
月
２
３
日
（
木
）
山
梨
県
立

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
北
館
研
修
室

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
富
士
山
憲
章
山

梨
県
推
進
会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

  
 

       

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会

議
は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市

町
村
（
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野

村
、
山
中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢

村
、
身
延
町
）
、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合

（
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県

有
財
産
保
護
組
合
）
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
平
成
１
０
年
に
山
梨
・
静
岡
両
県
で

制
定
し
た
「
富
士
山
憲
章
」
の
普
及
啓
発

や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正
利
用
を

推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

年
に
１
度
行
わ
れ
る
幹
事
会
で
は
、
前

年
度
の
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
「
富
士
山
憲

章
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、
富
士
山
の
保
全

活
動
に
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
の
今
年
度

事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

令
和
５
年
度
は
、
富
士
山
世
界
文
化
遺

産
登
録
１
０
周
年
記
念
の
年
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
関
係
各
所
の
方
々
に
活

発
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

予
定
し
て
い
た
全
て
の
活
動
を
実
施
で
き

ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歴
史
、

文
化
を
学
ぶ
散
策
と
清
掃
活
動
を
お
こ
な

う
「
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
は
、

募
集
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
環
境
保
全
に
向
け
て
の
気
持
ち

を
共
に
感
じ
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
富

士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
マ
イ
カ
ー
規
制
中
に

は
、
「
富
士
山
憲
章
」
の
周
知
、
普
及

と
、
環
境
意
識
の
向
上
を
図
る
啓
発
活
動

「
富
士
山
憲
章
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
８
月

の
毎
週
金
曜
日
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

地
域
主
催
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
「
富
士

山
憲
章
」
が
入
っ
た
啓
発
物
品
の
提
供
、

近
隣
施
設
や
小
学
校
等
で
の
啓
発
物
品
の

配
布
も
継
続
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
１
０
月
は
「
ぐ
る
り
富
士
山

風
景
街
道
一
周
清
掃
２
０
２
３
」
の
重
点 

区
間
清
掃
活
動
に
参
加
す
る
形
で
「
国
道

清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
１
１
月

は
、
富
士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
成
団
体
約
５
０
名
の
方
々
と
と

も
に
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
と
清
掃
活

動
を
行
う
「
富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法

投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

人
々
が
活
発
に
動
き
始
め
た
こ
と
も
あ

り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
問
題

も
表
面
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
富
士
山
の

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

う
活
動
が
実
施
で
き
た
こ
と
は
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
年
３
回
刊
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
で
は
「
夏
山
登
山
」
「
冬
山
啓

発
」
な
ど
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
安
全
で

快
適
な
富
士
登
山
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
刊

行
時
期
に
合
わ
せ
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し

た
。 

   

毎
月
富
士
山
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

発
信
し
て
き
た
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
令
和

６
年
３
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

「
第
２
１
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～

富
士
山
あ
て
年
賀
状
～
」
に
は
、
３
３
都

道
府
県
と
海
外
か
ら
１
２
２
７
点
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
士
山
へ
の
愛

に
あ
ふ
れ
る
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
・
入

選
２
０
０
点
は
県
内
外
で
の
巡
回
作
品
展

で
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

 

多
く
の
方
々
に
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

美
し
い
富
士
山
を
末
長
く
後
世
に
引
継

い
で
い
く
た
め
、
富
士
山
憲
章
の
普
及
・

定
着
を
図
る
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
富

士
山
の
環
境
保
全
に
向
け
て
、
多
く
の
方

に
積
極
的
に
行
動
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。 

 

１
．
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

 

富
士
山
麓
に
生
息
す
る
動
植
物
の
解
説

を
聞
き
、
自
然
に
満
ち
た
道
を
た
ど
り
な

が
ら
富
士
山
麓
の
魅
力
を
味
わ
え
る
コ
ー

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
散
策
の
後
は
、

自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
つ
つ
、
清
掃
を
行

い
ま
す
。 

２
．
富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
マ
イ
カ
ー
規
制
中

に
富
士
登
山
を
さ
れ
る
方
が
利
用
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
発
着
所
の
「
富
士
山
パ
ー

キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
富
士
山
に
ゴ
ミ
箱

が
な
い
こ
と
、
自
分
の
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ 

令
和
６
年
度 

富
士
山
憲
章
山
梨
県

推
進
会
議
幹
事
会
の
開
催 

 
 

令
和
５
年
度 

活
動
報
告 

 
 

令
和
６
年
度 

事
業
内
容 

１ 

幹事会の様子 



て
も
ら
う
こ
と
を
伝
え
、
美
し
い
富
士
山

を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
た
め
制
定
さ
れ
た

「
富
士
山
憲
章
」
の
理
念
を
周
知
す
る
啓

発
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
呼
び
か

け
ま
す
。
同
時
に
、
周
辺
の
清
掃
活
動
も

行
い
ま
す
。 

３
．
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

 
 

 
 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

 

 

海
外
の
方
か
ら
の
作
品
応
募
も
増
え
て

き
ま
し
た
が
、
毎
年
地
域
の
学
校
か
ら
沢

山
の
作
品
が
届
い
て
い
ま
す
。 

 

構
成
市
町
村
の
方
々
だ
け
で
は
な
く
県

外
か
ら
も
、
年
齢
も
様
々
な
方
々
か
ら
も

届
き
ま
す
。
「
富
士
山
」
と
い
う
言
葉
か

ら
広
が
る
世
界
は
多
種
多
様
に
満
ち
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
に
つ
い
て
も
継
続
し
、

２
２
回
目
の
今
年
度
も
富
士
山
へ
の
愛
に

溢
れ
た
作
品
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

例
年
ど
お
り
入
賞
・
入
選
２
０
０
点
に
つ

い
て
は
、
県
内
外
各
所
に
て
巡
回
作
品
展

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
富
士
山
及
び
北
麓
地
域
の
美

化
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
や
団
体
に

清
掃
用
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
。
企
業
や
学
校
全
体
、
部
活
動
の
中

な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
に
つ

い
て
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
小
学
校
中
学
年
児
童
か
ら
学
べ

る
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

背
景
、
植
物
の
分
布
、
美
し
い
景
観
を
守

る
た
め
の
活
動
な
ど
を
写
真
や
図
を
交
え

て
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
「
富
士

山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
」
は
、
富
士
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
新
し
い

ア
ク
シ
ョ
ン
も
考
案
中
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
皆
様
へ
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富

士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

※
募
金
箱
が
あ
る
施
設 

 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

 

・ 

道
の
駅 
富
士
吉
田 

 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

 

・ 

道
の
駅 

な
る
さ
わ 

 

・ 

ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

 

※
一
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
、
団
体
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す
。 

 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
（
団
体
）
は
、

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
令
和
５
年
度
の

募
金
・
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
士

山
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
「
収
支

報
告
」
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

 

毎
回
様
々
な
想
い
が
込
め
ら
れ
た
年
賀

状
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
す
。
一
作
品
ご
と

工
夫
さ
れ
、
素
敵
な
作
品
ば
か
り
で
す
。 

 

今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

６
月
２
９
日
（
土
）
～
７
月
３
０
日
（
火
） 

 
 

身
延
町
総
合
文
化
会
館 

８
月
１
日
（
木
）
～
８
月
３
０
日
（
金
） 

 
 

山
梨
中
央
銀
行
本
店 

９
月
５
日
（
木
）
～
９
月
１
７
日
（
火
） 

 
 

御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ふ
じ
ざ
く
ら 

９
月
１
９
日
（
木
）
～
１
０
月
７
日
（
月
） 

 
 

四
季
の
杜
お
し
の
公
園 

 
 

 
 

 

小
池
邦
夫
絵
手
紙
美
術
館 

１
０
月
１
０
日
（
木
）
～ 

 
 

 
 

 
 

 

１
０
月
３
０
日
（
水
） 

 
 

富
士
河
口
湖
町
役
場 

１
１
月
１
日
（
金
）
～ 

 
 

 
 

 
 

 
１
１
月
２
４
日
（
日
） 

 
 

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館 

 

１
２
月
４
日
（
水
）
～ 

 
 

 
 

 
 

 

１
２
月
１
９
日
（
木
） 

 
 

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

１
２
月
２
０
日
（
金
）
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）
ま
で 

 

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
館 

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｌ
！ 

 

な
お
、
開
催
日
程
等
に
変
更
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
て
最
新
の
情
報
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

 

こ
ん
な
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
富
士
山
を

美
し
い
ま
ま
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
世
界

遺
産
富
士
山
の
環
境
保
全
活
動
と
、
「
富

士
山
憲
章
」
の
普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。 

 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ

Ｐ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
募
集
や

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展
な
ど
含
め
富

士
山
関
連
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

本栖湖から望む 

富士山 

 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
・
寄
付
金 

 
 

 
 

 
 

 

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

第
２
１
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

 
 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

 

入
賞
・
入
選
作
品
展
の
お
知
ら
せ 

富士山憲章ニュース 

２ 
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２
０
２
４
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
半
分

が
過
ぎ
、
夏
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ

か

ら

は

我

々
【
富

士

山

レ

ン

ジ
ャ
ー
】
に
と
っ
て
、
勝
負
の
季
節
。
そ

う
、
富
士
山
開
山
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

 

例
年
、
富
士
登
山
を
さ
れ
て
い
る
方
の

中
に
は
、
準
備
や
計
画
不
足
に
よ
り
、
当

日
辛
い
思
い
を
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
毎
年
恒
例
の
こ
の
コ
ー

ナ
ー
、
「
富
士
山
夏
山
特
集
」
で
、
注
意

事
項
や
登
山
で
使
え
る
豆
知
識
を
お
伝
え

し
ま
す
。
ご
経
験
の
あ
る
方
も
、
な
い
方

も
、
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
の
富
士
登
山
が
成
功
す
る
よ

う
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
一
同
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

１
．
「
弾
丸
登
山
」
と
そ
の
リ
ス
ク 

 
 

 

・
高
山
病
・
低
体
温
症
・
落
石
と
転
倒 

 
 

２
． 

登
山
の
マ
ナ
ー 

 
 

 
 

３
． 

ま
と
め 

 
 

 

 

気
に
な
る
項
目
の
み
で
も
、
お
気
軽
に

ご
一
読
く
だ
さ
い
。
で
は
、
ス
タ
ー
ト
で

す
。 

 

ま
ず
、
昨
今
話
題
の
「
弾
丸
登
山
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

 

「
弾
丸
登
山
」
と
は
、
山
小
屋
等
で

の
宿
泊
を
せ
ず
、
夜
通
し
歩
い
て
山
頂

を
目
指
す
、
い
わ
ば
「
０
泊
２
日
」
の

登
山
形
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

 

本
来
、
安
全
で
快
適
な
登
山
を
楽
し

む
た
め
に
は
、
途
中
で
１
泊
す
る
よ
う

な
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
る
こ
と

を
推
奨
し
て
い
る
の
で
す
が
、
弾
丸
登

山
は
そ
れ
と
相
反
す
る
も
の
で
す
。 

 
も
ち
ろ
ん
、
弾
丸
登
山
を
し
た
方
全

員
が
体
調
を
悪
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
体
力
面
で
カ
バ
ー
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
相

応
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回

は
３
つ
に
絞
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

 

 

【
弾
丸
登
山
の
リ
ス
ク 

・ 

３
選
】 

 

①
高
山
病 

 

高
山
特
有
の
〝
気
圧
と
酸
素
濃
度
が 

 

低
い
環
境
〟
に
、
体
が
追
い
つ
け
な
く

な
っ
た
際
に
、
出
る
症
状
全
般
を
指
し
ま

す
。 

 

具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
、
め
ま
い
や

吐
き
気
、
頭
痛
、
食
欲
不
振
、
脈
拍
の
上

昇
等
で
す
。 

 

弾
丸
登
山
で
は
休
憩
を
せ
ず
、
一
気
に

山
頂
を
目
指
し
ま
す
か
ら
、
体
が
環
境
の

変
化
に
適
応
し
づ
ら
い
た
め
、
高
山
病
の

発
症
リ
ス
ク
が
格
段
に
上
が
り
ま
す
。
万

が
一
、
高
山
病
を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
場

合
・
・
・
。 

対
処
法
は
「
下
山
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
予
防
が
大

切
。 

 

予
防
策
は
、
弾
丸
登
山
を
行
わ
な
い
、

高
度
順
応
を
行
っ
て
か
ら
登
る
、
ゆ
っ
く

り
登
る
、
水
分
を
十
分
に
摂
る
、
深
い
呼

吸
を
す
る
（
体
の
中
の
空
気
を
全
て
出

す
、
１
ｍ
先
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
消
す
イ
メ
ー

ジ
で
！
）
等
で
す
。 

  
②
低
体
温
症 

 
体
温
が
３
５
度
以
下
に
低
下
し
た
状
態

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
服
が
濡
れ
た
ま
ま

過
ご
し
た
り
、
雨
風
に
長
時
間
打
た
れ
続

け
た
り
し
た
場
合
の
発
症
が
多
い
で
す
。 

 

弾
丸
登
山
を
さ
れ
る
方
々
は
こ
の
よ
う

な
状
況
で
も
休
憩
（
雨
宿
り
）
を
し
た

り
、
着
替
え
た
り
す
る
こ
と
を
行
わ
な
い

た
め
、
発
症
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
、
手
足
の
震

え
・
虚
脱
感
・
錯
乱
→
幻
覚
→
昏
睡
等
で

す
。 

 

こ
ち
ら
の
予
防
と
し
て
は
、
第
一
に
体

を
冷
や
さ
な
い
こ
と
で
す
。
速
乾
性
の
肌

着
を
身
に
着
け
る
、
防
寒
着
を
持
参
す
る

等
で
す
。
特
に
、(

撥
水
ま
た
は)

防
水
機

能
の
あ
る
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
は
、
富
士
登
山

で
の
必
携
ア
イ
テ
ム
で
す
。
で
す
が
、

「
登
山
道
具
を
一
式
そ
ろ
え
る
の
は
敷
居

が
高
い
・
・
・
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
方
に

は
、
登
山
用
具
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
行
動
食
を
こ
ま
め
に
食
べ
カ
ロ

リ
ー
摂
取
を
す
る
の
も
有
効
で
す
。 

 

天
候
や
登
山
道
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
想

定
よ
り
体
力
の
消
耗
が
激
し
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
装
備
品
な
ど
の
準
備

は
万
全
を
期
し
た
状
態
で
山
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。
心
の
準
備
も
忘
れ
ず
に
！ 

  
 

１
．
「
弾
丸
登
山
」
と
そ
の
リ
ス
ク 

 昨夏の弾丸登山者の様子 

～
２
０
２
４
～ 

富
士
山
夏
山
特
集 

このような装備では山の天候変化に  

耐えることができません。 

も
く
じ 

３ 



 

そ
の
他
、
万
が
一
低
体
温
症
を
発
症
し

て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
処
法
で
す
。
ま
ず

は
体
を
内
外
か
ら
温
め
て
く
だ
さ
い
。
濡

れ
た
服
を
脱
ぎ
、
温
か
い
飲
み
物
を
口
に

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
近
く
に
山
小
屋
が
あ

れ
ば
、
避
難
さ
せ
て
も
ら
い
、
暖
か
い
場

所
で
過
ご
す
の
も
一
つ
の
手
で
す
。
お
世

話
に
な
る
際
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
礼
儀

を
も
っ
て
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
開
山

期
の
山
小
屋
は
大
忙
し
で
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
迷
惑
は
か
け
ぬ
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
・
・
・
。 

 
 

③
疲
労
に
よ
る
転
倒
や
落
石
被
害 

 

無
休
で
登
り
続
け
た
こ
と
に
よ
り
集
中

力
が
低
下
し
た
弾
丸
登
山
者
に
は
、
様
々

な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
伴
い
ま
す
が
、

代
表
的
な
も
の
が
転
倒
と
落
石
に
よ
る
も

の
で
す
。 

 

転
倒
に
つ
い
て
は
、
地
面
が
溶
岩
の
斜

面
に
な
っ
て
い
る
分
、
平
地
で
転
ぶ
よ
り

も
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
で
す
。
転

倒
で
大
怪
我
を
し
て
し
ま
う
方
は
、
実
際

多
く
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
特
に
下
山
道
） 

 

ま
た
、
転
倒
は
注
意
し
て
い
れ
ば
あ
る

程
度
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
落
石
は
そ
う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ

ん
。 

 

疲
弊
し
て
集
中
力
が
切
れ
か
け
て
い
る

中
で
も
、
常
に
斜
面
の
様
子
は
気
に
し
続

け
て
く
だ
さ
い
。
自
然
発
生
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
し
、
人
為
的
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。 

 

後
者
の
「
人
為
的
」
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
意
図
せ
ず
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
事
案 

 
 

 
 
 

  
 

も
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
た
ま
た
ま

蹴
っ
て
し
ま
っ
た
石
が
運
悪
く
落
下
し

て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
登
山
中
に
石

を
落
と
し
た
り
、
投
げ
た
り
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
お
や
め
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
意
図
的
で
な
い
落
石
の
防
止

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
は
死
者
１
２
名
、
負

傷
者
が
２
９
名
発
生
す
る
と
い
う
大
事

故
も
あ
り
ま
し
た
。
（
自
然
発
生
に
よ

る
も
の
） 

          

 

予
防
策
と
し
て
は
、
山
に
行
く
際
は

登
山
靴
を
履
く
、
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
す

る
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
準
備
す
る
等
で

す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
現
地
で
の
無
料
貸

出
（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

も
し
、
ご
自
身
が
転
倒
や
落
石
で
負

傷
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
軽
傷
で
あ
れ

ば
自
己
対
処
が
で
き
る
の
で
す
が
、
重

症
で
あ
れ
ば
迷
わ
ず
救
助
要
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

   

 

あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
が
気
持
ち
良
く
登

山
が
で
き
る
よ
う
、
登
山
に
も
最
低
限
の

マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
６
つ
ご
紹

介
。 

① 

登
山
道
は
（
原
則
）
登
り
が
優
先
。 

 

臨
機
応
変
な
対
応
と
譲
り
合
い
の
気
持

ち
も
大
切
に
！ 

② 

無
理
な
追
い
越
し
は
行
わ
な
い 

 

歩
く
の
が
早
い
人
、
遅
い
人
・
・
・
。

い
ろ
ん
な
人
が
い
る
の
が
、
魅
力
的
な
山

の
証
で
す
。
自
分
勝
手
な
登
山
は
や
め
ま

し
ょ
う
。 

③ 

落
石
を
起
こ
さ
な
い 

 

万
が
一
落
石
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
大
声
で
「
ラ
ク
！
」
と
ま
わ
り
の
方

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

④ 

助
け
を
求
め
て
い
る
人
の
救
助 

 

登
山
を
し
て
い
る
と
怪
我
を
さ
れ
て
い

る
方
に
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
知
ら
な
い
ふ
り
を
せ
ず
、
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。 

⑤ 

ス
ト
ッ
ク
の
先
端
に
は
キ
ャ
ッ
プ
を
つ

け
る 

 

登
山
道
や
動
植
物
を
傷
付
け
ぬ
よ
う
、

ご
配
慮
願
い
ま
す
。 

⑥ 

誘
導
ロ
ー
プ
に
は
触
れ
な
い 

 

登
山
道
沿
い
に
あ
る
ロ
ー
プ
は
区
画
分

け
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
登
山
を
補
助

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

 

こ
こ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
ご
紹
介
し
た
情
報
は
、
登
山
を
す

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
考
に
し
て
い 

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
弾
丸
登
山
の
危
険
性
や
登
山
マ
ナ
ー

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
富
士
登
山
を
検
討

し
て
い
る
ま
わ
り
の
方
々
に
も
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 

最
後
に
、
今
年
の
吉
田
ル
ー
ト
で
始
ま

る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

登
山
道
入
口
に
ゲ
ー
ト
を
設
け
、
弾
丸

登
山
を
防
止
す
る
た
め
午
後
４
時
か
ら
翌

朝
３
時
ま
で
の
間
は
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
し
ま

す
。
ま
た
、
登
山
道
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め

１
日
の
登
山
者
数
の
上
限
を
４
、
０
０
０

人
と
し
、
こ
の
上
限
を
超
え
た
場
合
は

ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
山
小

屋
の
宿
泊
を
予
約
し
て
い
る
方
は
ゲ
ー
ト

を
通
過
で
き
ま
す
。 

 

安
全
な
富
士
登
山
の
た
め
の
対
策
に
必

要
な
お
金
と
し
て
、
五
合
目
よ
り
上
に
登

る
方
に
、
こ
れ
ま
で
の
協
力
金
１
、
０
０

０
円
に
加
え
通
行
料
２
、
０
０
０
円
を
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
詳
細
は
、
富
士

登
山
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
登
山
計
画
を
立
て
る
際
に
は

今
か
ら
情
報
収
集
を
は
じ
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

 

み
な
さ
ん
が
今
年
の
夏
山
も
楽
し
め
ま

す
よ
う
に
。 

２
．
登
山
の
マ
ナ
ー 

３
．
ま
と
め 

 休憩中も落石被害にご注意

 昨夏、富士山頂からの 

御来光 

富士登山オフィシャルサイト 

http://www.fujisan-
climb.jp 

４ 



        
 

 
 

 

 

今
年
度
の
第
１
回
の
展
示
は
、
東
京
都

の
モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
で
６
月
１
日

(

土
）
か
ら
１
６
日
（
日
）
ま
で
開
催
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
４
人
で
５
月
３
１
日
（
金
）

搬
入
に
行
き
ま
し
た
。
大
き
な
脚
立
に
乗

り
、
天
井
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
を
吊
る
す
係
、

パ
ネ
ル
が
水
平
か
つ
横
の
パ
ネ
ル
と
同
じ

高
さ
に
な
る
よ
う
、
パ
ネ
ル
を
付
け
る
位

置
を
測
っ
て
フ
ッ
ク
を
付
け
る
係
に
分
か

れ
手
際
よ
く
設
置
し
て
い
き
ま
し
た
。
最

後
に
全
体
を
見
て
位
置
を
微
調
整
し
て
終

了
で
す
。
最
終
日
に
は
恒
例
の
「
富
士
山

登
山
講
習
会
」
も
行
い
ま
し
た
。 

     
 

 

 

県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
写
真
展
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

５
月
７
日
（
火
）
、
山
梨
県
内
の
笛
南

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
見
学
に
来
た
際
、
一
緒
に
自
然
観

察
園
で
フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
た
。
観
察
園
に
生
え
て
い
る
も
の
、
落

ち
て
い
る
も
の
を
班
ご
と
に
分
か
れ
て
見

つ
け
て
歩
き
、
カ
ー
ド
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入

れ
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
剣
丸
尾
溶
岩
流

の
上
に
で
き
た
森
の
説
明
も
し
な
が
ら
、

自
然
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。 

         

 

今
年
度
の
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

が
始
ま
り
ま
し
た
。
写
真
展
は
６
月
に
始

ま
り
、
県
内
外
の
図
書
館
や
役
場
、
道
の

駅
、
商
業
施
設
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
２
週
間

～
１
０
日
間
の
巡
回
展
示
を
す
る
も
の
で

す
。 

た
不
法
投
棄
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
発
見
件
数
は

９
４
件
、
推
定
重
量
は
約
１
．
３
ト
ン

で
し
た
。 

 

本
誌
１
４
１
号
の
活
動
報
告
に
て
、

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
自
然
観

察
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
皆
様
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
セ

ン
タ
ー
の
職
員
も
ご
案
内
が
で
き
る
よ

う
、
４
月
１
０
日
（
水
）
、
富
士
山
科

学
研
究
所
の
中
野
先
生
に
お
願
い
し
て

植
生
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
７
名
と
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
観
察
園
に
生

育
し
て
い
る
樹
木
や
植
物
に
つ
い
て
、

知
識
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

２
０
２
４
年
２
月
～
２
０
２
４
年
５
月 

  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

富
士
山
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

自
然
観
察
園
の
植
生
研
修 

レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

笛吹南中学校の生徒とフィールドチェック 

富士山環境美化推進NW会議 

センター自然観察園での植生研修受講 

写真の設置作業 

自
然
観
察
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム 

 

３
月
７
日
（
木
）
、
富
士
山
環
境
美
化

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
北
館
研
修
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
富
士
山
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
富
士
山
北
麓
で
の
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
問
題
に
対
応
す
る
べ
く
、
平
成

16

年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
環
境
省
、
山
梨
県
、
周
辺
市
町
村

と
、
民
間
の
４
０
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
日
常
業
務
等
で
発
見

し
た
不
法
投
棄
物
の
通
報
、
不
法
投
棄
防

止
啓
発
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
置
の
目
的
に
即
し
た
活
動
を
日

ご
ろ
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
年
１
回
の
会

議
で
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
１
年
間
に
発
見
し 

５ 



 

本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
今

季
富
士
登
山
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
々
に

お
か
れ
て
は
、
き
っ
と
登
頂
成
功
の
期
待

を
こ
め
つ
つ
、
装
備
品
な
ど
の
準
備
に
余

念
が
な
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

 

 

今
回
は
、
大
前
提
で
あ
る
「
安
全
無

事
」
に
＋

し
て
、
「
快
適
登
山
」
の

提
案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
一
泊
二
日
の
短
期
決
戦
と
な
る
富
士
登

山
。
基
本
装
備
は
一
般
的
な
ハ
イ
キ
ン
グ

と
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、

富
士
山
特
有
の
諸
条
件
に
合
わ
せ
た
用
意

を
し
て
い
く
と
、
よ
り
「
快
適
」
な
登
下

山
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ば
こ
の

「
不
快
さ
の
軽
減
」
が
、
「
集
中
力
に
寄

与
＝
結
果
と
し
て
安
全
に
対
し
一
役
買

う
」
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
考
え
て
お
り
ま

す
。
少
し
だ
け
レ
ン
ジ
ャ
ー
考
案
の
「
快

適
術
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

山
中
で
水
が
得
ら
れ
な
い
。
森
林
限
界

か
ら
上
の
エ
リ
ア
が
広
大
で
、
低
気
温
や

風
雨
・
強
い
直
射
日
光
等
に
長
時
間
晒
さ

れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
長
く
続
く
岩

場
や
砂
礫
道
等
々
が
、
富
士
山
特
有
の
条

件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
必
要

な
飲
料
水
の
他
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一
本
分

く
ら
い
の
「
上
水
」
を
携
行
す
る
と
、
う

が
い
や
ち
ょ
っ
と
し
た
洗
浄
に
も
使
え
て

便
利
で
す
（
写
真
①
参
照
）
。 

 

ま
た
、
寒
さ
や
岩
稜
等
か
ら
し
っ
か
り

と
手
を
保
護
し
つ
つ
、
カ
メ
ラ
操
作
を
は

じ
め
細
か
な
指
先
作
業
も
出
来
る
手
袋
を

携
行
し
ま
す
（
写
真
②
）
。
雨
は
降
ら
ず

と
も
防
寒
対
策
に
必
須
の
雨
具
。
ザ
ッ
ク

本
体
を
開
け
ず
に
サ
ッ
と
着
ら
れ
る
よ

う
、
ト
ッ
プ
リ
ッ
ド
に
入
れ
て
お
く
の
も

一
手
で
す
（
写
真
③
）
。 

 

そ
し
て
日
焼
け
対
策
に
も
万
全
を
期
し

た
い
と
こ
ろ
。
サ
ン
グ
ラ
ス
や
マ
ス
ク
等

は
も
ち
ろ
ん
有
効
で
す
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

型
等
の
日
焼
け
止
め
を
携
行
す
る
と
塗
り

直
し
が
容
易
に
出
来
ま
す
（
写
真
④
）
。

更
に
ハ
ッ
カ
油
を
一
滴
し
み
込
ま
せ
た
お

し
ぼ
り
が
あ
れ
ば
、
ゴ
ミ
も
出
さ
ず
に
お

顔
は
サ
ッ
パ
リ
（
写
真
⑤
）
。
必
要
充
分

条
件
と
荷
物
の
軽
量
化
の
両
立
は
登
山
者

の
常
な
る
夢
。
取
捨
選
択
を
し
た
う
え

で
、
そ
こ
に
ち
ょ
っ
と
自
分
な
り
の
工
夫

を
加
え
る
こ
と
で
、
快
適
性
が

up

！
疲

労
感
の
軽
減
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

に
も
繋
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
「
自

分
流
」
の
快
適
術
を
考
案
し
て
、
安
全
か

つ
「
快
適
」
な
富
士
登
山
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。 

 
～
富
士
山
夏
山
特
集
番
外
編
～ 

快
適
登
山
の
ス
ス
メ 

サイドポケットに 

「何でも使えるWATER]（仮称）を常備 

某レンジャーのグローブ。着脱を面倒がった 

結果「痛い思い」をして以降、常備品となった。 

ザックの上蓋に何を収納するかは、各人工夫の 

しどころ。自分流の「最適解」を毎回試行錯誤！ 

④ 

⑤ 

③ 

② 

① 

岡
本 

安
弘
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

度
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
着
任
し
ま

し
た 

岡
本
安
弘
（
お
か
も
と 

や
す
ひ

ろ
）
で
す
。 

 

以
前
よ
り
関
東
の
低
山
を
歩
き
始

め
、
樹
々
の
み
ず
み
ず
し
さ
や
鳥
の
さ

え
ず
り
に
魅
了
さ
れ
、
こ
の
豊
か
で
、

す
ば
ら
し
い
自
然
を
将
来
に
残
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

  

過
去
は
自
動
車
関
連
と
、
直
近
２
年

間
は
環
境
省
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
で 

自
然
環
境
保
護
に
関
わ
る

仕
事
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。 

 

富
士
山
と
そ
の
周
辺
に
は
数
多
く
の

貴
重
な
自
然
が
有
り
ま
す
。
将
来
の
子

供
た
ち
に
残
し
、
観
光
な
ど
地
域
活
力

を
い
っ
そ
う
増
す
た
め
に
は
自
然
保
護

と
自
然
回
復
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
地
域
の
方
や
関
係
団
体
な

ど
と
協
力
し
、
数
多
く
の
方
に
「
自
然

と
触
れ
合
う
場
所
と
機
会
」
の
提
供
に

貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

６ 



富士山世界遺産センターだより25号 
■
世
界
遺
産
登
録
記
念
日
の
様
子 

 

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
６
月
２
２

日
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
記
念
す
べ
き
日
と
な
り
ま
す
。

６
月
２
２
日
を
中
心
に
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。 

  

◆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

 

６
月
１
９
日
か
ら
２
３
日
の
期
間
で
、

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
山
梨
県

立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
て
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

ク
イ
ズ
用
紙
に
２
施
設
両

方
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、 
期

間
中
に
用
紙
を
持
参
し
た
方
に
は
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。  

 

昨
年
度
に
も
増
し
て
、
今
年
も
と
て

も
好
評
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
い
お
子
様

の
い
る
ご
家
族
、
小
中
学
生
の
皆
さ

ん
、
一
般
の
方
ま
で
、
参
加
し
た
方
々

も
様
々
で
し
た
。
記
念
品
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
よ
う
で
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
企
画
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

方
、
ま
た
次
は
参
加
し
た
い
と
い
う

方
、
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
１
１
月
２
０

日
（
県
民
の
日
）
と
２
月
２
３
日
（
富

士
山
の
日
）
に
も
計
画
中
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

◆
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り 

 

６
月
２
２
日
の
登
録
記
念
日
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
南
館
内
で
缶
バ
ッ
チ
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
毎
年

行
っ
て
い
る
企
画
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
も

様
々
で
、
い
ろ
い
ろ
な
缶
バ
ッ
チ
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

思
い
思
い
に
富
士
山
に
色
を
つ
け
た

り
、
言
葉
を
入
れ
て
、
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
と
同
様
に
１
１
月
２

０
日
（
県
民
の
日
）
と
２
月
２
３
日

（
富
士
山
の
日
）
に
も
行
い
ま
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔情
報
発
信
ス
タ
ッ
フ
〕 

■
近
時
の
資
料
調
査 

 

昨
令
和
五
年
度
は
、
富
士
信
仰
の
広
が

り
を
追
っ
て
、
北
は
長
野
県
北
安
曇
郡

小
谷
村
（
き
た
あ
ず
み
ぐ
ん
お
た
り
む

ら
）
、
西
は
三
重
県
尾
鷲
市
三
木
里
町

（
お
わ
せ
し
み
き
さ
と
ち
ょ
う
）
ま

で
、
調
査
の
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。 

 

◆
三
重
県
の
富
士
講
行
事 

 

富
士
山
頂
か
ら
南
西
に
二
七
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
熊
野
灘
の
入
江
に
臨
む
三

木
里
で
は
、
マ
チ
（
町
）
の
背
後
の
オ

ヤ
マ
（
御
山
＝
浅
間
山
）
の
頂
に
石
造

の
大
日
如
来
像
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
同

所
の
富
士
講
は
七
月
一
日
に
、
『
富
士

山
の
山
開
に
あ
わ
せ
て
山
に
登
り
、
山

頂
の
杉
の
大
木
に
幣
束
を
結
ん
だ
大
竹

を
縛
り
つ
け
る
』
行
事
を
今
も
な
お
継

承
し
て
い
ま
す
。
こ
の
御
山
祭
（
お
や

ま
の
ま
つ
り
）
に
加
わ
る
皆
さ
ん
は
、

前
月
二
十
八
日
か
ら
精
進
潔
斎
に
入

り
、
多
い
日
は
七
回
浜
へ
出
て
潮
水
に

浸
か
っ
て
コ
オ
リ
（
垢
離
）
を
掻
き
ま

す
。
江
戸
時
代
の
上
方
で
は
、
旧
暦
五

月
の
末
に
な
る
と
山
伏
た
ち
が
河
辺
で

垢
離
を
掻
く
「
富
士
垢
離
（
ふ
じ
ご

り
）
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
こ
う
し
た
伝
統
が
三
重
県
の
南
部

に
の
こ
っ
て
い
る
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。 

 

 

調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
、
令
和
五
年

六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
一
日
ま
で
、

富
士
講
の
皆
さ
ん
と
寝
食
を
と
も
に

し
、
記
録
映
像
「
西
国
の
山
開
きｰ

三
重

県
尾
鷲
市
三
木
里
の
御
山
祭ｰ

」
（
五
〇

分
）
を
制
作
し
ま
し
た
。
昨
年
の
第
一

回
企
画
展
「
富
士
信
仰
の
広
が
りｰ

東

国
・
北
口
・
西
国ｰ

」
で
は
、
そ
の
主
要

場
面
を
一
五
分
ほ
ど
に
再
編
集
し
、
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

◆
進
む
長
野
県
の
調
査 

 

本
年
度
は
、
長
野
県
（
信
濃
国
）
に
展

開
し
た
富
士
信
仰
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。
河
口
湖
北
岸
の
川
口

（
富
士
河
口
湖
町
河
口
）
に
あ
っ
て
、

信
州
の
各
所
を
訪
ね
富
士
信
仰
を
布
教

し
た
の
が
川
口
御
師
で
す
。
彼
ら
が
配

布
し
た
神
札
や
牛
王
宝
印
（
護
符
）
、

庚
申
掛
軸
が
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
う
し
た
品
々
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
川
口
御
師
の
活
動
に
つ
い

て
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
の
企
画
展

「
信
州
（
長
野
県
）
に
展
開
し
た
富
士

信
仰
」
（
九
月
二
十
三
日
ま
で
）
に
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
〕 

７ 



富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

富士山美化啓発キャンペーンボランティア大募集!! 

富士山レンジャー写真展 2024 

巡回展の日程など詳細はこちらから→ 

 登山シーズンを迎え、登山者や観光客にゴミの持ち帰りを呼びかけるとともに、環境保全のための

清掃活動を行うボランティアを募集します。皆様のご参加、お待ちしております。 

実施期間：8月2・9・16・23・30日(金) 計5日間  

        9時集合～11時30分解散予定 

活動場所：富士山パーキング(富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-84) 

集合場所：同上  ※駐車許可書発行希望の方は、富士山ボラン 

     ティアセンターにお越しください。南都留郡富士河口 

     湖町船津6663-1(山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

募集人数：各日10名程度 

持ち物等：帽子、飲み物、カッパ、動きやすい服装等 

募集締切：7月26日(金) 午後5時まで。定員になり次第終了 

※野外での活動です。各自感染症対策および熱中症対策も 

 お願いします。マスク着用は個人の判断に委ねます。 

～ i n f o r m a t i o n ～ 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/fujisan-bikakeihatsu-cp.html 

詳細はこちらのHPをご覧ください。 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジン「富士の
国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」
は令和６年３月３１日で終了しました。ご愛読ありがとうござ
いました。４月からの富士山環境保全関連イベントは富士
山ボランティアセンターホームページにアクセスください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/

富士山レンジャーInstagram 

インスタはじめました→ 


